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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉

「ダニエルは、・・・以前からおこなっていたように、一日に三度ずつ、ひざをかがめて神の前に祈り、かつ感謝した。」

ダニエル書　６章10節（口語訳）

ダニエルが獅子の洞穴の中で無事に守られている聖書の絵は日曜学校の生徒たちにもよく知られています。彼はエルサレムに侵攻した異国の王の宮廷につれて行かれ、王の意のままに教育された少年たちの一人でした。特にダニエルは知識、才能だけでなく、どのような幻や夢も解くことが出来る賜物を与えられて成長し、この6章にいたっては、代替わりの王によって多くの総督たちの上に立つ3人の大臣のうちに加えられています。

　さらに、王は他の大臣や総督のすべてに際立ち優れていたダニエルをして、王国全体を治めさせようとします。しかし、まわりの大臣、総督らの心はおだやかでなく、次の禁止事項を作成し、まんまと王の署名を得たのでした。「向こう三十日間、王様を差し置いて他の人間や神に願い事をする者は、だれであれ獅子の洞穴に投げ込まれる。」ダニエルはそれを知りましたが「家に帰り、二階のへやの、エルサレムに向かって窓の開かれた所で、以前からおこなっていたように」神のみ前に祈り、感謝をささげたのです。

　ここには、ダニエルが王の禁令にもかかわらず、信仰に基づく良心的な行動をしていることが知られます。このことは一時的なものではなく、日ごろから日常生活の中で深く養われて来ているものです。また、すでに3章にはダニエルと同じような道を歩んだ3人の若者たちのことが書いてあります。彼らにも王の立てた金の像を拝まないならば、燃え盛る炉の中に投げ込まれるという問いがつきつけられました。そのとき、彼らは答えています。「もしそんなことになれば、わたしたちの仕えている神は、その火の燃える炉から、わたしたちを救い出すことができます。・・・たといそうでなくても、王よ、ご承知ください。わたしたちは・・・あなたの立てた金の像を拝みません。」ダニエルも同じ信仰で事に望んだことでしょう。たとえそうでなくても、神様は信仰者に最後の勝利を与える。と約束してくださっています。

＜祈り＞

　主なる神様　さし迫るような時にも、あなたのよしとされるところに従っていくことが出来ますように。主の御名によってお祈りいたします。アーメン

福井重蔵（明石大久保教会牧師、近畿中会・教会と国家に関する委員会委員長）
日本キリスト教会とヤスクニ問題（１）

田上　中（栃木教会長老）
　日本キリスト教会が、ヤスクニ問題に取り組んで45年になろうとしている。1969年の臨時大会で、全教会としての姿勢を確認したのであった。この間、教会としてこの問題の学びを深め、どれだけ態勢が形成されたか。
　この国の政治の歪みに対して「見張り」をなし、「誤りを匡す」行動と成果をあげて来ただろうか。現実は主の前に赦しを乞う外ない状況に至っていると私は思う。
　本年の東京中会の靖国神社問題特別委員会の報告に、学習会の開催について次の記述があった。「教会と国家の視点で現代を考える」のテーマによる講演があり、講師の所属教会の現状を、
① 教会は政治問題に基本的に関わるべきでない。② 教会員間で意見が分かれる問題については、教会として特定の立場に立つべきではない。③ 政治の問題は一人一人が個人として関わることで、教会としては関わるべきではない。

などの様々な意見があると紹介された。講師はこれらの意見は、教会の土台である信仰告白を読み違えていることから来ていると語っておられた。委員会は、この報告の結びに「わたしたち東京中会の現状も同じではないかと思う」と記している。
　私はこれを打開する道を求めることが日本キリスト教会の「課題」であることを確認したい。今、最悪の状況に至っているこの国の政治状況に対して、どのように考え、行動に踏み出すのか。信仰告白の事柄としての政治的課題なのだと思う。
　私がキリスト者になる以前、日本キリスト教会は1954年に起きたビキニ環礁でのアメリカの水爆実験の被曝による放射能の惨事に対して、第8回大会で世界長老主義連盟を通じ「原水爆実験並びに製造禁止について訴えるメッセージを送る建議案」を可決し実行に移した記録がある。このように世に訴え、世界に訴え、信仰告白としての叫びをあげる具体的な政治課題が目前にある今、日本キリスト教会の主に託された世に対する務めを見定め踏み出したいと願う。
　既定の事実として存在するものを肯定することなく否定し続け、反対する戦いを止めないことが必要ではないか。課題として、1966年祝日法改正による建国記念の日、２月11日の違憲立法。1979年の元号法。1999年国旗国歌法。2006年教育基本法改悪。2011年フクシマ原発事故の処理と原発再稼働、原発の製造、国外への売り込みを計る政府財界。与党が提案を公言している憲法改悪。
　国家のあるべき姿としても、信仰告白の問題としても、主から問われている課題ではないか。世と世界に向かって、教会の信仰告白的一致と成長を求めて歩みたい。
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ヤスクニ問題 Q and A　　自民党改憲草案の問題点 ①　 前文について

問い　自民党が今の憲法にかわる新しい憲法の草案を発表したと聞きま　

　　したが、わたしは読んでいないのでどういうものかわかりません。　

　　これは大まかに言ってどういうものなのですか。

答え  2012年４月に出された「日本国憲法改正草案」のことですね。こ

　　れは前文と102条の条文と附則から成っています。何はともあれ、ま

　　ずはその前文を読んでみましょう。

（前文）

　　　日本国は、長い歴史と固有の文化を持ち、国民統合の象徴である天皇を戴(いただ)く国家であって、国民主権の下、立法、行政及び司法の三権分立に基づいて統治される。

　　　我が国は、先の大戦による荒廃や幾多の大災害を乗り越えて発展し、今や国際社会において重要な地位を占めており、平和主義の下、諸外国との友好関係を増進し、世界の平和と反映に貢献する。

　　　日本国民は、国と郷土を誇りと気概を持って自ら守り、基本的人権を尊重するとともに、和を尊び、家族や社会全体が互いに助け合って国家を形成する。

　　　我々は、自由と規律を重んじ、美しい国土と自然環境を守りつつ、教育や科学技術を振興し、活力ある経済活動を通じて国を成長させる。

　　　日本国民は、良き伝統と我々の国家を末永く子孫に継承するため、ここに、この憲法を制定する。　　

問い  う～ん。何か変ですね。日本が天皇を戴く国家であるということが気になります。

答え　現行の憲法は「日本国民は」から始まりますが、改正草案は「日本国は」から始まって、「日本国民」はあとから登場するようになっています。この国は「長い歴史と固有の文化を持ち」と言うのですが、国のあり方を歴史や文化というもので規定するのはどうでしょうか。しかもそれが「天皇を戴く国家」につながっているのです。「天皇を戴く」ということを軽く見てはなりません。それは、国民は天皇にとって臣下であり臣民であるということです。ここから、天皇のために命を捧げることが求められる可能性だって出て来ます。こんなことを日本国民は望んでいません。「天皇を戴く国家」は、神に従おうとするわたしたちの信仰と相いれないのはもちろんのこと、大多数の日本国民の願いに反し、さらに日本の歴史や文化とも一致していないように思われます。

問い　「我が国は、先の大戦による荒廃や幾多の大災害を乗り越えて発展し」と自画自賛していますね。

答え　そもそも「先の大戦」と「幾多の大災害」をひとくくりにしてしまうのがおかしいのです。「先の大戦」という明らかな人災が、人間にはどうしようもない天災と同列に扱われ、日本があの大戦争を起こした責任への言及はひとこともありません。

また「平和主義」を標榜しながら、「日本国民は、国と郷土を誇りと気概を持って自ら守り」と言うのも、衣の下によろいを隠した言い方です。この国には自画自賛ではなく悔い改めこそが必要です。
ヤスクニ通信では引き続き、自民党改憲草案の問題点を明らかにして行きます。

井上　豊（広島長束教会牧師　靖国神社問題特別委員会委員）
敗戦の日シンポジウム
「戦前・戦中・戦後を生きたキリスト者の証言」
　　　　～教会の生命と使命を問う～

日時　8月13日　　場所　横浜長老教会
　　　　　　　　　　　報告　大橋亘（大和教会・東京中会靖国神社問題特別委員会委員）
今日の日本の教会が直面している課題、敗戦前の日本の教会に類似している危機を感じながら、戦時・戦中・戦後の状況を良く知る日本キリスト教会の３人の講師から、実体験をもとに教会の備えるべきことがらについて話していただいた。
　松本栄好前八女伝道所牧師は、従軍の経験と共に自身を支えた日本基督教会柳川教会の石田正牧師の姿勢を語られた。「1941年に統合した日本基督教団に石田牧師は断固反対であった。講師が出征する際、『この戦争は必ず負ける。とにかく生きて帰って来い』と、当時口にしてはいけないことを語り、牧師夫人もまた礼拝後に兵舎をしばしば訪問し、上官（中隊長）に『あのような青年を戦地に送ることはお国のためにならない』と申し入れた。戦時下にあって常識を超えたこのような言動をもって抗った者もいたことを今思う。牧師は、神学や聖書を学ぶべきだが、もっと社会も見るべきだ」と語られた。
　山下勇元柏木教会長老は、「戦時下の1941年、文部省の強い要求の下に日本基督教団が成立した。その創立総会礼拝は『君が代斉唱、宮城遥拝、皇軍兵士のための黙祷、皇国臣民の誓い』の国民儀礼をもって開始され、『われらは基督教信者であると同時に日本臣民であり、皇国に忠誠をもって尽くすを第一とす』と宣誓した。キリストを唯一の主と告白する者には、ありえない天皇第一、国体第一の思想が表明されて、戦争遂行に加担した。敗戦後、教団の体制に批判的な教会は離脱して、日本基督教会（以下日基）を設立した。しかし、離脱の基本理由である権力への服従、戦争への協力に対する『罪の告白』は公にしなかった。1969年に靖国法案が国会に提出された時、日基は教会の信仰告白の『闘い』として確認した。そして、日基創立から30年近く経って、ようやく『教会と国家に関する指針』を決議したが、『宣言』として決意表明できなかったことは残念である」と語られた。
　渡辺信夫前東京告白教会牧師は、「私は戦争については自らが見てきたことだけを語った。その戦争目撃の事実の証人であるという責任を弁えて一生懸命語ってきた。しかし今後は、見ていない事実をより正確に、より深く把握することがあなた方の責任になる。目撃証人以上の真剣さをもって、見ていない戦争の事実を洞察して欲しい。それをしないと日本は崩れてしまう。実際崩れ始めている！　今、戦争のことを知らない人たちが、政府の主要な所を全部占めて日本を破壊し始めている。そういう時代だから、戦争のことを知らない人は、先の代の人たちよりももっと深く真実を知るべきである。…戦後の私は信仰の脆弱さを如何に克服すべきかを考えて『抵抗権』を集中的に研究した。『人に従うより、神に従うべきである』（使徒5.29）ということは教会の初期から掲げられた原理であり、世々の教会も重んじたことでありながら、日本の教会はこれを学ばず、教えぬままで来た。抵抗権という用語は一応知れ渡ったかもしれないが、思想として深められることも、信仰の修練の中で深められることも行われていないのではないか」と語られた。
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　講演の後、「戦時の混乱期にとった教会の姿勢」「戦後、これまでの教会と国家の問題への関わり」「宣言と指針」「敗戦処理の責任」「現政権、特に改憲にどう向き合うか」「教会の体質改善」「青年の育成」など、多岐にわたり議論がなされた。（この講演報告は、「キリスト者平和ネット」に寄稿された大橋亘長老の文章から、著者の了解を得て編集者が1頁に纏めたもの。）
